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1. はじめに	

	 現行のインターネット広告はユーザーの個人

アカウントの様々な情報を駆使して広告配信を

行っている.しかし,この方法では,過度の個人情

報の乱用や漏洩の危惧があるにも関わらず広告

のヒット率は極めて低く[1],望まない広告が多

く配信され,広告に対する嫌悪感などの社会的問

題が生じている.そこで,本研究ではコミュニテ

ィという興味・趣味が同じユーザーが集まった

場所を利用する.コミュニティ内の会話の内容よ

りコミュニティユーザーにとって有益な広告を

配信する支援サービス「Ad	communityサービ

ス」を提案する.	

	

2.	Ad	community サービス		

2.1	基本コンセプト	

	 Ad	 community サービスはインターネット上で

同じ興味・趣味のユーザーが集まり自然に形成

されたコミュニティ内の会話の内容に基づいて,

コミュニティユーザーにとって有益となる広告

情報を配信するサービスである(図 1).	

	

2.2	Ad	community サービスのメリット	

	 Ad	community サービスのメリットを Google	Ad	

Sense(以後 Ad	Sense とする)との比較を行いなが

ら明確化していく.(表 1).	

Ad	Senseとの比較を行うためにステークホルダ

ーをユーザー,広告主,オーナーの３つに分けて

比較を行った.ここでのオーナーとは企業より何

かしらのインセンティブを得ているユーザーの

ことをさす.３者による比較を行ったところ３者

のメリットがAd	Senseに比べて多くなっている

のが分かる.ここで３つのメリットについて比較

を行いながら述べる.	

(A)インセンティブ	

	 Ad	Senseの場合,ブログという場所を提供して

いるからブロガーがオーナーになり金銭的イン

センティブを得ている.Ad	communityサービスで

はコミュニティという場所を広告主に提供して

いることからユーザー=オーナーという形になり

広告主からコミュニティユーザーがインセンテ

ィブを得ることが可能になる.	

(B)嫌悪感の少なさ	

	 個人のタイムラインではなくコミュニティタ

イムラインでの広告の受信にすることでユーザ

ー本来の目的を遮ることがなくなり,嫌悪感が少

なくなる.コミュニティタイムラインの会話の内

容からの広告の配信になっているので個人情報

などのプライバシーを気にしなくて良い.	

(C)リアルタイム性	

	 Ad	Senseなどユーザーの過去の情報から広告

の受信になっており,現在の興味,趣味とは違っ

た広告になってしまう.リアルタイムでの受信に

することでユーザーは現在の興味,趣味対しての

広告を受信することができる.タイミングとして

もユーザーが欲しい時に自分にとって有益な情

報を手にいれることが可能になる.	
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図 1	Ad	community 基本コンセプト	
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2.3	Ad	community サービス仕組み	
	 Ad	communityサービスの仕組みについて記述

する(図2).	

①広告主が配信する広告を広告代理店へ出稿す

る.出稿に伴い出稿料も払う.	

②コミュニティの会話の内容やコミュニティの

属性を広告代理店が取得し,コミュニティユーザ

ーにとって有益な広告情報を配信する.	

③コミュニティというセグメントがすでに行わ

れた場所への配信になるので,配信を行ったスポ

ンサー企業からオーナーであるコミュニティユ

ーザーへコミュニティインセンティブが払われ

る.	

	

3.Ad	community	プロトタイプ		

	 今回マストドンを用いてプロトタイプの作成

をした.	実際に男女6名に利用してもらい,	

	

	

	

感想を聞いたところ「会話に対して広告が出る

から嫌ではなかった」「自分のタイムラインに

出てこないのは良かった」などの肯定的な意見

をもらうことができた.	

	

4.おわりに	

	 インターネット広告によって生じる様々な社

会的問題を解決するために,コミュニティという

場所を利用したサービスAd	communityサービス

の提案を行った.	実際にマストドンを用いてプ

ロトタイプを実装した.	
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図 2	Ad	community サービス全体構成図	

表 1	Ad	Sense と Ad	community の比較	
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